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大垣労働基準監督署長　平林 健生

新年あけましておめでとうござい
ます。

会員の皆様におかれましては、健や
かに新年をお迎えのこととお慶び申し
上げます。旧年中は、労働基準行政の運
営の推進につきまして、格別の御支援
と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、昨年は中小企業及び適用猶予業種等に対する改正
労基法等の周知及び支援、大垣労働基準協会と連携しての
取組である「2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクト」を
中心とした労働災害の防止及び労災保険給付の迅速・適正
な処理を重点に取り組んでまいりました。自動車運転者、建
設業及び医師については、令和６年４月１日から時間外労
働の上限規制が適用となります。円滑な施行のため、当署
の相談・支援班を中心に引き続き支援を行ってまいります。

労働災害防止につきましては、労働災害の中で最も多く
を占める転倒災害を減少させるため、7月から「2023西濃
STOP ！転倒災害プロジェクト」を実施し、参加事業場を
募ったところ、会員の皆様を中心に約250社の参加宣言をい
ただきました。プロジェクトの期間中には、「大垣ミナモソ
フトボールクラブ」の皆様のご協力もいただき、8月の「1
日署長パトロール」をはじめ、事例集、ポスター等の作成、
配布により周知活動を行いました。

その結果、休業4日以上の労働災害は、新型コロナウイル
スの感染によるものを除き、前年に比べ11.5％の減少、転倒
災害については32.4％の大幅な減少となっております。ま
た、死亡災害もここまで発生しておりません。（令和５年12
月10日現在）令和６年も、さらに労働災害を減少させ、死
亡災害ゼロを継続することができるよう取り組んでまいり
ます。

労災補償給付につきましては、請求書の受理後、迅速な
事務処理、認定基準等に基づいた公正な認定を行い、被災
労働者の保護を図ってまいりました。今後も引き続き、迅
速かつ適正な処理に努めてまいります。

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着き、社
会経済活動が活発となる一方で資源価格の高騰による物価
上昇等の影響を受けた1年となりましたが、いかなる経済情
勢下であっても安全で健康に働くことができる職場づくり
のためにご尽力いただきますようお願い申し上げます。

最後に、今年1年の無災害と貴協会及び会員事業場の益々
の御繫栄を祈念申し上げ新年のご挨拶とさせていただき
ます。

一般社団法人 大垣労働基準協会

会長　小川 信也　
新年明けましておめでとうござい

ます。会員の皆様には健やかに新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、当会の運営に格別のご協力を
賜り厚くお礼申し上げます。

会員の皆様におかれましては、それ
ぞれの職場において労働災害防止に懸命のご努力を頂いた
ことと存じます。地域の労働災害が増加を続けているという
状況を踏まえ、年度当初より「2023年をなんとしても地域
の労働災害を減少させる年とする」を目標に、地域全体で
業種を超えての取組として大垣労働基準監督署と連携して

「2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクト」を展開させてい
ただきました。おかげさまで249事業場から参加宣言をいた
だき、各職場で転倒災害防止のための取組を実践していただ
きました。その結果、労働災害の発生件数は減少に転じ、と
りわけ転倒災害について大幅な減少を達成することができ
ました。皆様が地域をあげて取組を積み重ねていただいた結
果であり、心より感謝申し上げます。

また、働き方改革への取組として、昨年度から「新はつら
つ職場づくり宣言」について宣言事業場の拡大を強化して
まいりました。本年３月末までの間さらに呼びかけを行っ
てまいります。

これに加え、「ハラスメント対策」、「人材の確保と定着」
など会員の皆様の関心の高い事項を中心に、より具体的な
内容のセミナーの開催、情報提供など行ってまいりました。
今後もこれを充実してまいります。

昨年も非常に厳しい夏となり熱中症対策を行っていただ
きました。これ以上の地球温暖化の進行は、多くの作業現
場での就労をますます困難とします。持続可能な企業経営
のために、2050年カーボンニュートラルをなんとしても達
成させなければなりません。地域の企業がこの使命を果た
すべく、トップ自らがゼロ災害への取組とあわせて積極的
なお取組をいただきますようお願い申し上げます。

本年が会員の皆様にとって、労働災害のない明るい１年
となりますことを心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。

年頭のご挨拶
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　大垣労働基準監督署管内における労働災害による死傷者数（休業
４日以上、令和５年10月末速報値）は、【表】のとおり前年に比べ
て37人（11.3％）減少し291人となっています。
　事故の型別でみると、図-1のとおり、転倒が69人（24％）と最
も多くを占めており、次いで墜落・転落54人（18％）、はさまれ・
巻き込まれ43人（15％）、動作の反動・無理な動作34人（12％）と
なっています。
　起因物別でみると、図- ２のとおり、仮設物、建築物、構築物等
が48人（16％）と最も多く、次いで動力運搬機39人（13％）、材
料29人（10％）となっています。
　転倒災害の多くは床、墜落災害の多くは仮設物、建築物、構築物
等を起因物として発生
しています。動力運搬
機はトラックが大半を
占めており、荷台で転
倒した、また、荷台か
ら昇降中に地面に墜落
したなどの災害が多く
発生しています。

（１）製造業【図- ３】
　製造業の死傷者数は、前年から16人（12.7％）減少し110人となりました。食料品製
造業が９人減少（令和4年30人→令和５年21人）、一般機械器具製造業が８人減少（12
人→4人）と減少している業種がある一方で、窯業・土石製品製造業が４人増（４人→８
人）、金属製品製造業が５人増（18人→23人）と増加している業種があります。
事故の型別では、はさまれ・巻き込まれが26人（24％）と最も多く、機械に安全装置が
設置されているにもかかわらず、隙間から手を入れてはさまれた、また、機械を停止さ
せずに稼働部分に手を入れて接触し負傷したといった災害が発生しており、機械を“止め
る”という基本的な動作が行われていないものが目立ちます。
 
（２）建設業【図- ４】
　建設業の死傷者数は、前年から９人（23.7％）減少し29人となりました。特に建築
工事業については７人減少（令和4年19人→令和５年12人）と大きく減少しています。
事故の型別では、墜落・転落が12人（41％）と最も多く、次いではさまれ・巻き込ま
れが７人（24％）となっています。本年の建設業における墜落災害の傾向としては、
はしご・脚立から墜落した災害が６人と半数を占めており、次いでトラックからの墜
落災害が４人となっています。
足場からの墜落災害を防止するため、安全衛生法令による規制が強化され、建設業界
全体の努力により、足場からの墜落災害は減少しています。
 
（３）運送業【図- ５】
　運送業の死傷者数は、前年から1人（2.4％）減少し40人となりました。事故の型別
では、墜落・転落が12人（30％）、転倒が８人（20％）となっています。起因物別で
みると、トラック等の動力運搬機によるものが17人と最も多くを占めていますが、客
先において荷役作業中に、客先の作業者が運転するクレーンに起因する災害が目立っ
ていることから、クレーン運転者との合図の徹底が必要です。

（４）商業等【図- ６】
　商業等の死傷者数は、前年から14人（12.5％）減少し98人となりました。事故の型
別では、転倒が34人（35％）と最も多い状況が続いています。その他、墜落・転落が
18人（18％）、動作の反動、無理な動作が13人（13％）と続いています。

【表】大垣署管内の休業４日以上の死傷者数（死亡者数は内数）
（新型コロナウイルス感染症によるものを含まない）
10月末速報値

の比較
業種

令和５年 令和４年 増減数

死傷者数 死亡者数 死傷者数 死亡者数 死傷者数 死亡者数

全産業 291 0 328 0 -37 0
製 造 業 110 0 126 0 -16 0
建 設 業 29 0 38 0 -9 0
鉱 業 1 0 3 0 -2 0
運 送 業 40 0 41 1 -1 -1
農林業等 13 0 8 0 +5 0
商 業 等 98 0 112 0 -14 0

令和５年における労働災害発生状況（10月末速報値） 大垣労働基準監督署
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図-1全産業における事故の型別発生状況
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図-２ 全産業における起因物別発生状況

図-３ 製造業における事故の型別発生状況
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図-４建設業における事故の型別発生状況
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図-５運送業における事故の型別発生状況
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職場の安全衛生管理、労務管理に関するご相談は当協会へ

昨年発生した労働災害事例を紹介します。昨年発生した労働災害事例を紹介します。
【発生状況】
木材に接着剤をつけるために使用するスプレッダーについて、
ローラーの表面に接着剤を塗布し、ローラーとローラーの隙間を
調整するといった準備作業を行っているときに、動いていたロー
ラーにゴミが付着していたため、それを取り除こうとしたとこ
ろ、右手の指がローラーに巻き込まれた。経験期間４年
【災害の原因】
・�作業者の手の届く範囲に非常停止スイッチが設置されていた

が、機械を停止させることなく作業を行ったこと。
・�安全に作業を行うための、具体的な作業手順が確立されてい

なかったこと。
【再発防止対策】
・�機械の回転部分に身体の一部

が入らないような囲い、覆い
等を設置すること。

・�機械の掃除、調整作業等を行
う場合は機械の運転を停止さ
せ、確実に機械が停止したこ
とを確認した後に作業を行わ
せること。

・安全作業手順を確立し、関係労働者に教育を行うこと。

　労働基準法施行規則の改正により、令和６（2024）年４月１日から労働条件明示のルールが変わります。この日以降新たに締
結される労働契約においては、新しい様式での労働条件通知書の作成が必要となりますのでご留意ください。新たに明示すること
が必要となる項目は、
　① 将来の配置転換によって変わり得る就業場所・業務の範囲
　② 有期労働契約における契約更新上限の有無と内容の明示
　③ 「無期転換申込権」が発生する時期ごとに申込権の明示
　④ 上記③の際の無期転換後の労働条件の明示
です。新しい労働条件通知書のモデル様式など今回の規則改正の詳細は、厚生労働省ホームページ⇒
「令和６年４月から労働条件明示のルールが改正されます」に掲載されています。

労働条件明示のルールが変わります

年収の壁　対策として年収の壁　対策として
労働者1人につき最大50万円助成します！労働者1人につき最大50万円助成します！
　2023年10月からキャリアアップ助成金「社会保険適用
時処遇改善コース」が始まりました。労働者の収入を増加
させる取組を行った事業主に、労働者１人につき最大50
万円を助成します。
　労働者にとっては「年収の壁」を意識せずに働くことが
でき、社会保険に加入することで処遇改善にもつながり、
事業主の皆様の人手不足解消にもつながります。
　お問い合わせは、ハローワーク大垣助成金コーナー
（0584-73-9296）までお願いします。
※�年収の壁とは、収入が増えると配偶者の扶養でなくな

り、社会保険料が発生し、手取りが減るため、扶養の範
囲に年収がおさまるよう意識して働く上限金額のことで
す。

魅力ある企業の認定マークをご存じですか？魅力ある企業の認定マークをご存じですか？
　岐阜労働局では、働きやすい職場づくりに実績を上げている「魅力
ある企業」を認定してホームページで認定企業の取組を紹介していま
す。
　くるみん　　　仕事と育児の両立支援の取組が優良な企業
　えるぼし　　　女性の活躍推進の状況が優良な企業
　ユースエール　�若者の採用・育成に積極的で雇用管理が優良な中小

企業
　もにす　　　　�障害者雇用の促進や安定に関する取組が優良な中

小企業　など
　求人票に認定マークを入れ、ハローワークの窓口やハローワークが
開催する就職面接会等でＰＲできますので、優秀な人材の確保、企業
イメージの向上、社員のモチベーションアップにつながります。
　お問い合わせは、ハローワーク大垣求人係（0584-73-9296）ま
でお願いします。

ハローワークからの耳寄り情報です ハローワーク大垣

大垣労働基準監督署

岐阜県特定（産業別）最低賃金が改正されました！ 大垣労働基準監督署

最低賃金の名称 最低賃金額 効力発生日
岐阜県最低賃金 時間額 ９５０円 令和５（2023）年 10 月１日

特定（産業別）最低賃金
電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業 時間額 ９６５円
令和５（2023）年 12 月 21 日自動車・同附属品　製　造　業 時間額 1,005 円

航空機・同附属品　製　造　業 時間額 1,031 円
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安全衛生旗、ポスター・図書の購入は当協会へ

　昨年７月１日より10月31日までを取組期間とする「2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクト」について、その実
施内容と結果を振り返ります。
　本プロジェクトは、「地域の労働災害件数が３年続けて増加という状況を受け、そのうち約３割を占める転倒によ
る災害をターゲットに、地域をあげてその防止に取組む」として、呼びかけを行ったところ当初の目標を大きく超え
る249事業場から参加宣言をいただくことができました。業種別では製造業、建設業、運輸業が多い一方、商業、医
療・社会福祉施設など第３次産業からも４分の１を超える参加宣言がありました。また、参加宣言事業場における転
倒防止のための取組項目はのべ1200項目を超えました。
　４か月の取組期間を終え、その集約を行いました。
その結果、この間の地域全体の労働災害件数を11月
末現在の状況を昨年比で見てみますと、労働災害全
体で42件減（－11.5％）、転倒災害では34件減（－
32.4％）と大幅な減少となりました。
　みなさんからいただいた転倒防止対策の多くは、
どの職場でも今日からすぐにできることです。これ
らを地域あげて取組んだ結果、大幅な減少として数
値に現れたことは大変心強い結果と感じています。
みなさんの職場でも、「小さな取組みの積み重ねは必
ず労働災害を防止する」ことを信じて今後もゼロ災
害達成のための取組を継続していただきますようお
願い申し上げます。

「2023西濃STOP！転倒災害プロジェクト」をふりかえって

昨年12月５日（火）、当協会は大垣労働基準監督署との共催で「年末年始無災害運動講習会」を開催しました。今回は、７
月１日から10月31日までの期間に実施してまいりました「2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクトゲームセット集会」と
の位置づけも加えての実施としました。

冒頭大垣労働基準監督署平林署長からのあいさつに続き、杉山安全専門官により「年末年始無災害運動の実施要領」につ
いての説明がありました。この中では、冬季の路面凍結にともなう転倒災害の増加と防止対策の必要性が述べられました。

引き続き、「ゲームセット集会」として、前田副署長より「プロジェクトの振り返り」について説明を受けた後、取組内容
について写真等による報告のあった中から特に模範となる事例について紹介がありました。これに続き実施期間中での無災
害を記録した事業場に表彰状を授与しました。また、写真報告の提出があった事業場のうちから特に他の模範と思われる事
例については、優良賞として壇上での表彰式授与を行いました。

また、この間プロジェクトにご協力いただいていた「大垣ミナモソフトボールクラブ」の舟橋花保選手、内田小百合選手、
中村マネージャーに駆け付けていただき、厚生労働省が推奨する「転倒・腰痛予防 いきいき健康体操」を参加者全員で行い
ました。４分程の短い体操ですのでぜひとも各職場でも実践ください。

当日の動画、転倒防止エクササイズの動画、ご紹介した各事業場の転倒防止事例など大垣労働基準協会ホームページに掲
載しております。ぜひご活用ください。

年末年始無災害運動講習会を開催　―2023西濃STOP！転倒災害プロジェクトゲームセット集会―
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大垣労働基準監督署管内 休業4日以上の労働災害件数

労働災害全体 
11.5％減 

転倒災害
32.4%減 
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ＳＴＯＰ！ハラスメント　仕事の充実はまずあかるい職場づくりから

【専門部会】

10/ ５　労働保険事務組合協議会研修会
10/12　岐阜労働局・連合会安全衛生表彰式
10/20　労務管理セミナー
11/ ７　労働保険事務組合 岐阜労働局監査
12/ ５　年末年始無災害運動準備講習会
12/14　第２回理事会・運営委員会

 ９/22　コンクリート製品部会　定例会
 ９/28　化学部会 全国産業安全衛生大会参加
10/19　林災防 木工事業所安全パトロール
10/24　林災防　林業安全パトロール（揖斐）
10/30　林災防　林業安全パトロール（上石津）
11/ ８　化学部会　定例会

事務局・専門部会活動報告事務局・専門部会活動報告事務局・専門部会活動報告　　　大垣労働基準協会 ※�詳細は協会ホームページで掲載しています。写真、資料等をあ
わせて掲載していますのでぜひご覧ください。

【事務局】

本年度岐阜労働局長安全衛生表彰は、この地域から、岐阜労働局長優良賞に東レコムズ岐阜（株）様、奨励賞に河村産業（株）
上石津工場様が表彰されました。また岐阜県労働基準協会連合会長表彰は、揖斐郡森林組合様、サシヒロ（株）様、フタムラ化学

（株）大垣工場様の３事業場が表彰されました。
今回、岐阜労働局長奨励賞を授与されました「河村産業（株）上石津工場」の松永工場長様、勝又製造部長様に日頃の取組につ

いてお話をうかがいました。　
【河村産業（株）のお仕事について】【河村産業（株）のお仕事について】

当社は変圧器、モーター等に使用される絶縁材料などを製造しています。本社は三重県四日市市にあり、上石津工場ではおよそ
70名の労働者が力をあわせ、「ゼロ災害」を目標に生産活動を行っております。
【河村産業（株）上石津工場の安全衛生活動について】【河村産業（株）上石津工場の安全衛生活動について】

当工場では、毎月１回の安全衛生委員会を中心に安全衛生管理活動を展開しています。委員会での決定事項、委員会の行う職場
パトロールによる指摘事項の徹底、各職場からのボトムアップを図るため、工場内各職場（９グループ）に「安全衛生小委員会」
を設け、徹底した水平展開を図っています。写真等を活用して伝達された事項について、各グループリーダーが進行する「小委員
会」で展開します。小委員会ではこれらの展開にあわせ「ヒヤリハット収集活動」を実施し、この結果を安全衛生委員会に上げる
という「本委員会と小委員会」のサイクルを基本としています。また、各グループ内でのリスクアセスメントの実施とその結果発
表を各小委員会が交代で行います。

現場においては、毎朝各種機械の作業開始前点検を必ず行うとともに、主要な工程では「品質」と「安全」を大きくわかりやす
く掲示し、「見える化」を図っています。また、転倒災害防止については、危険性がある箇所に「すべり止めマット」を多く設置し
ています。
【働き方改革への取組】【働き方改革への取組】

人材の確保を進めるために働き方改革への取組も積極的に進めております。全社での女性の割合は３割以上、特に29歳以下では
過半数を超えており、当工場も女性が３割以上を占めています。そのため女性活躍推進を積極的に進め、すでに「プラチナくるみ
んマーク」の取得、「えるぼし認定（３段階目）」を得ています。男性の育児休暇取得推進についても、当工場だけですでに４名の
実績があります。また、時間外労働の縮減と有給休暇の取得促進についても数値目標を掲げその達成を確認しています。
【お話を聴かせていただいて】【お話を聴かせていただいて】

特に印象的だったのは「各職場に設けられている安全衛生小委員会と本委員会との連携」でした。両委員会活動がサイクルで回っ
ており、「ボトムダウン」、「ボトムアップ」の双方を非常に重要視されている取組姿勢が伝わってきました。

岐阜労働局長奨励賞を授与された　河村産業（株）上石津工場様　にインタビューしました！

岐阜労働局長表彰状　左から大垣労働基準監督署長、岐阜労働局長表彰状　左から大垣労働基準監督署長、
松永工場長、勝又製造部長松永工場長、勝又製造部長

工程における「品質」と「安全」の看板表示工程における「品質」と「安全」の看板表示
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２月15日（木） メンタルヘルスセミナーを開催します！

＊＊＊各種講習会のお知らせ【大垣地区開催分】＊＊＊ ２月～４月実施分
＊お問い合わせの際、ホームページもご利用下さい（URL:https://www.ogakiroukikyo.com）＊定員になり次第締切ります。
＊受講案内・申込書は当協会ホームページから最新版をダウンロードしてご使用ください。感染症などの動向により、延期・中止することがあります。ホームページでご確認ください。

＊申込先　　　（一社）大垣労働基準協会　　TEL 0584-73-2272　　FAX 0584-73-2257　
＊講習会場　　大垣市職業訓練センター　大垣市西大外羽1-226-1　他

講習名 開催日 講習名 開催日

玉掛技能講習 （学科）２月５日（月）～６日（火）
（実技）２月９日（木） リスクアセスメント研修（製造業）  ３月４日（月）

併合講習（玉掛技能講習・クレーン運
転〈5t未満〉）

（学科）２月５日（月）～６日（火）
（実技）２月７日（水）～８日（木） 有機溶剤作業主任者技能講習  ３月７日（木）～８日（金）

プレス機械金型取替調整特別教育  ２月８日（木） 小型移動式クレーン運転特別教育 （学科）３月11日（月）～12日（火）
（実技）３月14日（木）

有機溶剤作業主任者能力向上教育  ２月９日（金） 特定化学物質作業主任者能力向上
教育  ３月15日（金）

現場監督者・職長教育（製造業）  ２月14日（水）～15日（木） 新入社員安全衛生教育  ４月11日（木）

フォークリフト運転技能講習 （学科）２月19日（月）
（実技）２月20～22日、26～28日

フルハーネス型墜落制止用器具特
別教育  ４月25日（木）

　新年あけましておめでとうございます。昨年
「2023 西濃 STOP ！転倒災害プロジェクト」に
参加宣言をいただいた会員様にはあらためて感謝
申し上げます。開始前は「これで転倒災害減るの
か？」という不安もありましたが、大幅減少とい
う結果をもたらしてくれました。

　参加事業場からは「『プロジェクト期間だ
よ！』の相言葉で不安全状態解消のための声か
けがいつもより多くなった」というとてもうれ
しい声もありました。来年度はみなさんからい
ただいた転倒防止対策事例を紹介する「写真集」
を発行します。ご期待ください！� （よ）
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（一社）大垣労働基準協会は12月14日ソフトピアジャパンセンタービル内で、2023年度
第２回理事会、これに引き続き2023年度運営委員会を開催しました。

理事会は理事・監事13名の出席により開会、議事においては、2023年度上半期までの事業
報告、収支報告を事務局より行い、出席理事全員による討議の上承認されました。

引き続き別室にて、2023年度運営委員会を開催しました。冒頭小川協会長はあいさつで、
「今年の2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクトは多くの参加宣言をいただき転倒災害防止
のため気持ちのこもった取組をしていただいた。安全と健康は企業活動の基本であり、協会
はそのための支援を展開していく。引き続きのご協力をお願いしたい」と述べました。来賓
の大垣労働基準監督署平林署長からは、「2023西濃STOP ！転倒災害プロジェクト」の結果
についてご説明いただきました。

その後「安全」、「衛生」、「労務」の各委員会事業場より上半期のそれぞれの取組内容と今
後の課題について説明を行い、討議ののち承認されました。

2023年度第２回理事会、運営委員会を開催しました

２月15日（木）メンタルヘルスセミナーを開催します

メンタル不調に関する労災請求事案は４年連続で増加を続けており、職場におけるメンタルヘルス対策の重要性は年々増してい
る状況です。

大垣労働基準協会では毎年２月にメンタルヘルスセミナーを開催し、職場におけるメンタルヘルス対策に役立つ情報を提供して
おりますが、本年は「メンタル不調による休職者の職場復帰について」をテーマに開催します。講師には「岐阜障害者職業セン
ター」で「リワーク（職場復帰）支援」を行う「障害者職業カウンセラー」の方をお招きしてご講演いただきます。「リワーク支
援」は、職場復帰を控えた休職者の方に対し、コミュニケーションやストレス対処へのスキル習得のための学習や、生活リズム、
作業集中力・持続力の回復のための通所による実習訓練などを行い、職場復帰をスムーズに運ぶための支援です。また、事業者側
の復帰受け入れ準備についての相談や助言等も行っています。当日は、これらの訓練の実際、職場復帰の成功事例、うまくいかな
かった事例等について、具体的な説明を行っていただきます。

メンタル不調による休職者は年々増加しており、現時点で該当者がいない職場でも、職場におけるメンタルヘルス対策は他人事
ではありません。

多くのご参加をお待ちしております。詳しくは大垣労働基準協会ホームページをご覧ください。

第２回理事会第２回理事会

運営委員会運営委員会

ゼロ災つむりくん


